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か。大きくとらえるならば、やはり宮崎龍介との結婚後であろう。それは、自らの意志では い二度にもおよぶ結婚に翻弄された日々から脱出し つつましいながらも心の通い合う夫と二人の子どもに恵まれた、家庭の主婦 ての人生の始まりであった。 『紫の梅』はその時期に生まれた歌集として記念すべきも であり、また歌風変遷をみる上でも注目すべ ものであ と言える。その「あ がき」には次のように記されている。
　ここに集めた歌三百首は、何れも私の新生涯に入つてからの
ものである。その以前のまだ本にしてない歌即ち踏絵及び、まぼろし 花、自選歌集の後 ものおよそ一千首はノートのまゝかの大震災にあつて皆焼いてしまつたのである。其の当時は惜しいことをしたやうにも思つたが、後から考え見 といつそ灰になつてしまつてよかつたと ふ。それは多く恨らみ（ママ）と呪ひと悲しみの記述であつたからである。今一切の古い衣を脱ぎすてゝすべて新らしく自己の歩みを強くふみしめて行かうとする時にこの歌集を公けにすることは私の身にとつては意味深いものであらねばならぬ。






本歌集は本稿中に掲げる他に、 「むらさきの梅」 「おもひで」 「春よ
り夏へ」など一五の小題から成る まず、右のような歌から始まるが、ここにこうして生きてある身の有難さと不思議さの思いを噛みしめると同時 、あらためて大地自然、風物に対する新鮮な感動が詠われている。二首目のように小さな水面に月影が映っているという、普段の何でもない身の回りの情景に心を寄せるゆとりも、ここには垣間見ることが出来るのである。 『踏絵』や『幻の華』ではままならぬ日々や身の不運を嘆き、架空とも現実ともつかぬ恋に心を燃やすような主観的な歌が大半を占め 日常詠や叙景歌がきわめて少なかったことと比べるとこれは大きな変化と言ってよい。
また、燁子は大正一二年の関東大震災にも遭遇している。伊藤伝
右衛門との離婚が成立した後、柳原家 監禁の とな 香織を出産するが兄嫁方に預けられ、その父親をめぐっての裁判 を経て香織は宮崎家に、燁子は柳原家の依頼により本郷の中野家本邸に預けられている頃であった。
ゆりかへしまたゆりかへす地ひゞきに兢々として夜もいねられず
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かゝるときわれをさがさぬはらからも悲しがりつゝ夜を明かしけり夜となれば西も東もみんなみも紅々ともゆたゞおそろしきいたづらに火焔の方をながめつゝ知れるかぎりのいのちかぞへぬ針一本糸一尺ももたぬ身 いのちひと を獲てかへり来しいまこそはわが魂を手のひらのくぼみの中に入れたるこゝち雨降れば今宵焼野にすてら しなき魂まよふ声かとぞおもふ
（ 「大禍日」二八首の内）
右のような作品を読むと、平成二三年三月一一日に起きた東日本






























を詠んだものだろう。母親らしい幸せに満ちた歌である。二首目も複雑な事 の中で育っ 幼児期を悲しみつつ、あらため 母であることの、やはり幸せを確認している歌であろう。三首目も同様の、技巧のない素直に心情のにじみでた歌だ。四首目では昔の思い出の
かなしみを「五月雨の音」がやわらかに包んでいる佳作である。
同歌集には「坊やの心になりてよめる歌（一八首） 」とある中に




の燁子の活動の一つに吉原の娼妓をかくま 、その廃業と社会復帰を助けたということも忘れてはならない。た えば吉原の郭を脱出して救いを求めた娼妓・春駒 関 て、次のような文章があ 。
　娼妓廃業までの実務は岩内（筆者注 　龍介の友人で労働総同





















中、米軍の爆撃を受けたのである。終戦のわずか四日前、八月一一日のことであった。当地に近い岬、長崎鼻には香織をしのんだ「右も海左も海の色蒼く沖の小島 想ひはふかし」の歌碑が立つ（昭和三一年串木野市が建立） 同歌集は「万象」 「悲母」 「至上我」 「人の世」 「旅」 「去来」などの小題をもつ三一七首からなるが、 「悲母」六十首が香織を偲ぶ歌群である。



















の日、日の丸の旗を肩にして「大君のへにこそ死なめといつて出て征つたあ 子 姿は、胸に焼きつけられて今もなお痛む。あのおとなしい子が人一倍子ぼんのうの両親 家を、不平一つ言わず勇ましく門出をした、あれは一体、誰故に誰に頼まれてああしたことになつたのか
─
と。 （中略）













女性の胸の底にこだまとなつて響くことを願ふだらう。 （略）あなたの愛がそんなに大きく、そんなに母 て深い傷になほ疼いてゐる に、もう一遍、その傷のいたみからかぐはしの香織を生んで見よう、と思ふことはおで に らない 。今度は戦争の兇□と非人間性に向か 抗議し、行動する、けふ
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といふ歴史の時代における香織を。 （□は判読困難の活字）


















る。その内容には旅行記が多く、その目的のほとんどがこの平和運動のための講演であったこと 知られる である。話の内容は例えば、 「午后観光ハウスで五十人ほどの集り。例によつて、世界連邦運動に私が入会したわけと、漫談じみた歌の話。私が生きてきた七十年の変遷。とりとめもない話だつたが、酒井家 返つたら、又九州からの戻り 、もう一度よつて欲しいとのことで、神戸を十七日と約束してしまつた。 （第
24巻第４号） 」というものだった。多くは











教主は非常な 格者と見た。二十五日、 （略）四天王寺の女学校 講演、 （略）夜は、夜学校の男の学生へお話。二十六日、 （略）電車で香里大八公園に行 、川島夫人の別荘八十八人ほどの婦人の集。三時頃すませ 京都へ。二十七日、 一時 都ホテル 中外（日報）社主の祝賀会。二十八日、川島夫人、田辺さんと、白蓮を囲む会（のため）中外社に行く。


















とも一般的な特徴である。 「旅」九三首も例外ではない。右では二首目、三首の、山河草木の放つ声に耳を傾けたり、鼻かけ地蔵に立ち止まるなど、祈りや自然へ 畏敬の念のあらわれた作からは、おのずと「巡礼の心」に通じるも をうかがわせる。ま 一首目の「どこの国の誰がぬれ居る雨ならむ」や四首目 遠つ祖のなみだに見たる」 、六首目の「いにしへのゆかりの人は居らねども」 どにみるように、此岸彼岸を超えた人懐かしさの思い こもるような叙景歌である。燁子の持ち味の発揮された秀作であろう。
　　　五
このような過酷とも見える無理の多い講演旅行は、やがて燁子の







































命や生きることへの限りな いとおしみがある。また、あらゆる夾雑物を取り除いた、澄み切った歌境をみるこ が出来るが それはまた、松永の言う右の部分と細やかにひびき合う浄化された抒情世界でもあった。こうした歌境に到達する背後には、彼女の宗教観との関わりをも視野に入れる必要があろうが、稿をあらためて考えたい。いずれにしろ、前半 もさることながら、後半生で味わった最愛の息子を戦死させた悲しみ、巡礼そのも ような平和運動の旅と視力 喪失など、数々の試練を受け止めるこ に って到達し歌の世界であったと言えるのではないだろうか。
以上、柳原白蓮の最終歌集『地平線』において、息子香織の戦死
を嘆く歌を中心に、そ 生き方とともに拓い 歌境をとらえようとした。なお、本稿を進めるにあ り、川涯利雄（華） ・伊楚子夫妻香織戦死の地とされる鹿児島県串木野に案内い だ た。また、飯
塚在住の白蓮研究家・宮嶋玲子さん、同「白蓮想」女主人・有松道子さん、さらに青木春美さん（こころの花）の助力を得た。記して感謝申し上げる。【注】











































Yanagiwara Byakuren’s “Chihei-sen （The Horizon）” published in 1956 as herlast collected 
poems includes the whole work written after “Ruten （TheVicissitudes）“ and “Tsukushi-shu”, 
both published in 1928. Death of her eldest son, a student soldier, Kaori in 1945, just before 
the end of WWII ismarked as one of the biggest misfortunes for this period of her life. The 
main part of this collected poems which runs to 60 pieces titled “Jibo （Affectionate 
Mother）” is therefore an elegy for Kaori, which expresses　such deep grief that surpasses 
workmanship, and allows her to achieve a new　poetic mood different from any traditional 
lyrical expressions. This paperattempts to see how she reached this matured poetic mood 
with some reference　to the time and society, focusing on her social activities and 
comparing　with her earlier works.
Keywords：modern tanka, Yanagiwara Byakuren, “Chihei-sen”, death in war
 of her son, pacifist movement
キーワード：近代歌人、柳原白蓮、最終歌集『地平線』、長男の戦死、平和運動
